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ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ンの実 際UDア クセスマ ップの取組
佐藤圭一 ・久保雅義/京都工芸繊維大学
1.は じめ に
本研究で は,第2回 国際ユニ ヴァーサルデ
ザ イ ン会 議2006in京都(以 下,UD会 議)
のア クセ スマ ップ作成の取組 を事例 と して,
公共交通サー ビス及び,公 共空間 におけるU
Dの 問題点 と解決策 の提案 につ いての紹介を
お こな う。
今回作成 したア クセスマ ップは,京 都駅 で
の新幹線及 び在来線 か ら地下鉄への乗換 え,
そ して会場 とな った国立京都国際会館周辺 の
アクセスをカバーす る もので あ り,来 場 され
るさまざまなユーザ のスムー ズなア クセスを
可能 にす ることを目的 とす るためのガイ ド用
ツールで ある。特 に,視 覚障害者 と車 いす を
利用す るユ ーザを焦点を絞 り,そ れ らの方 々
が,ア クセ スをす る際での問題点 の抽 出をお
こな い,そ の問題点 に対す る解決策 を反映 し
た アクセス マ ップの提案 をお こな った。
2,検 証方 法
図1京 都駅検証ルー トとチェックポ イン ト
検証は,JR京都駅及び京都市営地下鉄京
都駅～国際会館駅か ら国立京都国際会館まで







確 保な どの制約か ら,特 に大 きいと思われる,
「目の不 自由な方」,「耳 の不 自由な方」,及び
「車 いす利用者」 を被験者 と して設定 した。
実地検証 をおこな うに当た っては,図1に
示 すよ うなルー トを設定 し,京 都駅構 内図の
各 ポイ ン ト上 に,気 付いた点 を記述 し,同 時









を示 して いるのか分か らない(図2一 左)。
・ホームか らコ ンコースへの階段を,報 知音
を頼 りに探すが,聞 き取 りづ らい(図2一
右)。
② 新幹線 コンコース
・点字 ブロ ックだけでは,改 札 の場所 の情報
を入手で きない。





・改札で点字 ブロ ックが切れてい る(図6-
6)o
・地下鉄への乗換えの情報 を入手す る方法 が
な い(図6-7)。
④ 地下への階段
・点字 ブロ ックが ジグザ ク状 にな っていて,
地下へ の誘導 に問題 があ る。
・点字 ブロ ックに沿 って進 む と,階 段上 での















・新幹線 の上 りホーム にエ レベータの設 置が
な い。
・車いす利用を事前 に申請す る必要があ るが,
その情報 の周知が徹底 していない。
② 新幹線 コ ンコース
・エ レベ ータの設置 に対す るサイ ンが不 足 し
て いる。
・エ レベ ータが利用 しづ らい(わ か りづ らい
場所)に 設置 されてい る(図5一 左)。
図5実 地検証④(車いす使用者)
③ 地下へ のエ レベー タ




・エ レベ ータの設置 に対す るサイ ンが不足 し
ている。
④ 地下鉄改札
・エ レベー タを利用でき る地下鉄 の改札が1
ケ所のみであ る。














図6会 議HPに 掲載 した アクセスマ ップ と音声対応 アク
セスガイ ド
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